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６月２６日 消防ポンプ操法技術大会６月２６日　消防ポンプ操法技術大会
梅雨明けを思わせる強い日差しが降り注ぐ下、今年も男達の熱い戦いが繰り広げ　梅雨明けを思わせる強い日差しが降り注ぐ下、今年も男達の熱い戦いが繰り広げ

られました。優勝られました。優勝・・北班Ａ、準優勝北班Ａ、準優勝・・南班チームとラッパ班が７月１０日の飯伊地区大南班チームとラッパ班が７月１０日の飯伊地区大

会に出場し、北班・15位、南班・８位、ラッパ班・７位と健闘しました。会に出場し、北班・15位、南班・８位、ラッパ班・７位と健闘しました。
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平
成　

年
度

２３

春
季
村
政
懇
談
会
終
了

　

会
場
に
三
六
六
人
参
加 

１６

馬場地区での懇談会

　

春
の
村
政
懇
談
会
が
四
月
四
日

か
ら
五
月
二
六
日
ま
で
、
村
内
十

六
地
区
で
開
催
さ
れ
、
三
六
六
名

の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
か
ら
は
村
長
以
下
職
員
が
各
地

区
へ
出
向
き
、村
政
報
告
を
行
い
、

村
全
体
の
問
題
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
の
課
題
、
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
様
々
な
角
度
か
ら
の
ご
質

問
、ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
出
さ
れ
た
ご
質
問
や

ご
意
見
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

�　

徴
収
不
足
が
二
千
万
円
を
超

え
る
金
額
と
の
こ
と
だ
が
、
処
分

の
給
料
十
％
カ
ッ
ト
で
不
足
分
を

ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

�　

今
回
行
っ
た
理
事
者
並
び
に

担
当
者
の
処
分
は
問
題
発
生
に
対

す
る
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
の

も
の
で
、
補
填
を
目
的
と
し
て
い

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
六
年
間
に
わ
た
り
算
定
誤

り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
村

の
一
方
的
な
ミ
ス
で
あ
り
保
護
者

に
は
責
任
は
な
い
た
め
、
追
加
徴

収
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
故
意
・
重
大
な
過
失
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
他
自
治
体
の
前

例
等
を
参
考
に
す
る
中
で
今
回
の

対
応
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
不
足
に
つ
い
て
補
填
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
責

任
を
明
確
に
す
る
意
味
で
の
処
分

と
捉
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

�　

保
育
料
業
務
を
外
部
に
委
託

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
事
務

は
職
員
で
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

�　

喬
木
村
は
他
町
村
と
異
な
り
、

独
自
施
策
に
よ
る
保
育
料
軽
減
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
務
は

大
変
複
雑
で
量
が
多
い
た
め
ミ
ス

が
発
生
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
五

保
育
料
違
算
問
題
に
つ
い
て

百
件
余
り
の
個
人
所
得
の
入
力
や
、

二
百
件
を
超
え
る
保
育
料
階
層
の

計
算
及
び
決
定
を
機
械
処
理
す
る

こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
事
務
が
で

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
リ
ス
ク
管

理
の
面
で
業
務
委
託
が
適
当
と
判

断
し
ま
し
た
。

ア
ス
テ
ィ
た
か
ぎ
跡
地
利
用

に
つ
い
て

�　

公
園
の
維
持
管
理
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

�　

管
理
に
つ
い
て
は
、
公
園
整

備
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い

る
の
で
、
そ
の
中
で
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
が
す
べ

て
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

行
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
に
つ
い
て

�　

リ
ニ
ア
の
駅
の
設
置
場
所
に

つ
い
て
は
、
飯
田
市
で
は
現
飯
田

駅
へ
併
設
す
る
よ
う
に
考
え
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
当
村
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

�　

駅
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は

当
村
も
加
入
し
て
い
る
南
信
州
広

域
連
合
で
意
志
統
一
し
、「
現
飯

田
駅
に
併
設
」
を
要
望
し
て
い
ま

す
。
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ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
つ
い
て

�　

他
の
市
町
村
と
比
較
し
て
利

用
者
が
少
な
い
。
今
後
も
努
力
を

し
て
欲
し
い
。

�　

氏
乗
地
区
は
一
旦
は
定
数
に

達
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
相
手
方

の
事
情
で
一
戸
取
消
が
あ
り
ま
し

た
。
過
日
盛
大
に
開
園
式
も
行
わ

れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
活
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
島
地
区
は
当
初
一
戸
の
み
の

利
用
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
関

係
者
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
声
か
け
、

広
告
等
周
知
は
継
続
し
て
実
施
し

て
お
り
、見
学
者
も
来
て
い
ま
す
。

距
離
的
に
若
干
遠
い
面
も
あ
り
ま

す
が
、
引
き
合
い
も
有
る
の
で
入

居
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�　

将
来
を
見
据
え
て
投
資
し
た

と
思
う
が
、
採
算
が
取
れ
る
と
考

え
て
、
事
業
を
行
っ
た
の
か
。

�　

企
業
で
あ
れ
ば
、
採
算
性
は

大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
公
共
団
体
で
考
え
た
場
合
、

公
共
施
設
へ
の
投
資
に
つ
い
て
は
、

採
算
性
だ
け
で
は
計
れ
な
い
部
分

も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
採
算
性

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
活
性
化
を

進
め
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
物
に

つ
い
て
は
作
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

村
の
防
災
計
画
等
に
つ
い
て

�　

今
回
安
全
な
避
難
所
が
必
要

と
強
く
感
じ
た
。
そ
こ
へ
行
く
だ

け
の
避
難
で
は
な
く
、
そ
れ
以
上

の
も
の
を
作
り
あ
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

�　

今
回
の
震
災
で
は
、
想
定
外

の
事
が
起
き
て
お
り
、
危
険
箇
所

の
確
認
や
備
蓄
等
、
再
確
認
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の

皆
さ
ん
も
各
戸
で
三
日
分
の
食
料
、

水
等
を
用
意
し
災
害
に
備
え
て
下

さ
い
。

　

村
で
も
、
再
度
防
災
計
画
の
見

直
し
を
進
め
て
行
き
ま
す
が
、
今

回
の
震
災
を
見
る
と
少
な
く
と
も

三
〜
四
日
間
は
救
助
の
手
が
入
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
地
区
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
か
、
今
か
ら
対
策

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�　

毎
年
地
区
で
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
る
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

き
て
い
る
の
で
、
各
地
区
だ
け
で

な
く
村
全
体
で
も
や
っ
て
頂
き
た

い
。

�　

今
年
は
、
村
全
体
で
防
災
訓

練
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

北
部
地
区
火
葬
場
に
つ
い
て

�　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
教

え
て
欲
し
い
。

�　

少
し
期
間
を
お
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
二
町
村
で
理
事
者

が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
た

に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
で

候
補
地
の
選
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に
も
ご
理

解
い
た
だ
き
、
で
き
る
る
だ
け
早

く
候
補
地
の
検
討
を
始
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

調
理
場
建
設
に
つ
い
て

�　

オ
ー
ル
電
化
と
な
る
よ
う
だ

が
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
は
。

�　

当
初
想
定
し
た
事
業
費
の
枠

の
中
で
は
、
太
陽
光
発
電
の
設
置

ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

補
助
金
等
財
源
が
確
保
で
き
れ

ば
、
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
実
施

を
検
討
し
ま
す
。

道
路
改
良
に
つ
い
て

�　

弁
天
橋
付
近
の
県
道
の
改
良

と
座
光
寺
の
信
号
の
喬
木
か
ら
の

右
折
が
し
に
く
い
こ
と
に
つ
い
て

要
望
し
た
が
現
在
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

�　

弁
天
橋
の
改
良
工
事
に
つ
い

て
は
現
在
の
と
こ
ろ
用
地
補
償
等

の
交
渉
中
で
す
。

　

座
光
寺
の
渋
滞
解
消
に
つ
き
ま

し
て
は
、
五
月
二
六
日
各
区
長
さ

ん
と
と
も
に
建
設
事
務
所
に
要
望

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

村
政
懇
談
会
に
つ
い
て

�　

村
政
懇
談
会
を
春
と
秋
、
年

二
回
行
っ
て
い
る
が
出
席
者
数
が

少
な
い
様
子
を
新
聞
で
目
に
し
た
。

現
状
の
ま
ま
で
良
い
の
か
。

�　

村
で
も
多
く
の
参
加
が
得
ら

れ
る
よ
う
毎
回
工
夫
を
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
参
加
者
の
増
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
地
区
に

よ
っ
て
は
住
民
の
み
な
さ
ん
に
改

め
て
周
知
し
、
参
加
者
増
に
つ
な

が
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
み

な
さ
ん
が
村
政
懇
談
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

村政懇談会参加者数の推移
参加者（人）

地区名
２３年春２２年秋２２年春

362242北

201725寺の前

162228帰牛原

6717郭

302431町

433639南

181124馬　場

271115両　平

312346田上川

131812上　平

383043伊久間

201734富　田

231114大和知

181721氏　乗

141228大　島

131021加々須

366288440計
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平
成
二
三
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
医
療
費
分
・
支
援
金

分
の
一
人
あ
た
り
の
金
額
を
昨
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
に
据
え
置
き
ま
す
。

介
護
二
号
分
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
示
さ
れ
る
介
護
納
付
金
が
上
昇

し
た
た
め
税
率
が
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
村
の
健

康
保
険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切

な
税
金
で
す
。
加
入
者
の
健
康
維

持
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

た
め
適
切
な
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

忘れていませんか！

国保喪失の届出

　新たに就職をして、事業所

の社会保険に加入された場合

は、国保資格喪失の届出が必

要です。届出を忘れていると、

国民健康保険税がいつまでも

課税されてしまいます。

☆ 届出に必要なもの ☆

　�新しい健康保険証
　　　　（被扶養者も含む）

　�印鑑

　�国民健康保険証

　�年金手帳

国
保
税
は
据
え
置
き
に

Ｈ　

国
民
健
康
保
険
税
率
が
決
定

２３

平成23年度 国民健康保険税率
＜介護分＞　40歳～64歳の方

比　較23年度22年度

0.53%2.66%2.13%所得割
応　能

3.50%18.80%15.30%資産割

1,200円8,700円7,500円均等割
応　益

600円4,200円3,600円平等割

○一世帯あたりの平均年税額…34,619円（前年比　4,652円）
○一人あたりの平均年税額……26,914円（　〃　　3,540円）

＜医療分・支援分＞　

比　較
23年度22年度

計支援分医療分計支援分医療分

0.59%6.21%2.90%3.31%5.62%2.26%3.36%所得割
応　能

0.62%34.17%15.60%18.57%33.55%13.55%20.00%資産割

0円16,500円7,200円9,300円16,500円6,500円10,000円均等割
応　益

△200円12,500円5,500円7,000円12,700円4,900円7,800円平等割

○一世帯あたりの平均年税額…94,758円（前年比　725円）
○一人あたりの平均年税額……51,234円（　〃　　　1円）

お問い合わせ　役場 住民課 健康保険係 �33-5125
　　　　　　　　　 総務課 税務係　　 �33-5121
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　現在お使いの後期高齢者医療制度の保険証は、有効期限が平成

2３年７月31日となっているため、新しい保険証を７月下旬に送付

します。８月１日からは新しい保険証で受診してください。

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

保
険
証
を
更
新
す
る
際
、
平
成

二
三
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
二
四

年
七
月
三
一
日
ま
で
の
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
を
、
平
成
二
二
年

中
の
収
入
な
ど
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
判
定
い
た
し
ま
す
。

◆
負
担
割
合
が
三
割
と
な
る
方

　

平
成
二
三
年
度
の
村
民
税
課
税

所
得
が
一
四
五
万
円
以
上
の
被
保

険
者
の
方
、
及
び
、
そ
の
方
と
同

一
世
帯
の
被
保
険
者
の
方

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

「
基
準
収
入
額
の
適
用
申
請
」を
し
、

認
定
さ
れ
た
場
合
は
負
担
割
合
が

一
割
に
な
り
ま
す
。

○
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
一
名

の
場
合
、
被
保
険
者
の
収
入
額

が
三
八
三
万
円
未
満
の
方

○
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
二
人

以
上
い
る
場
合
、
被
保
険
者
全

員
の
収
入
額
合
計
が
五
二
〇
万

円
未
満
の
方

○
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
一
名

で
、
か
つ
、
同
一
世
帯
の
七
〇

歳
か
ら
七
四
歳
の
方
が
い
る
場

合
、
被
保
険
者
と
七
〇
歳
か
ら

七
四
歳
全
員
の
収
入
額
合
計
が

五
二
〇
万
円
未
満
の
方

※
該
当
す
る
方
に
は
、
申
請
の
お

知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

◆
負
担
割
合
が
一
割
と
な
る
方

○
被
保
険
者
全
員
の
平
成
二
三
年

度
の
村
民
税
課
税
所
得
が
一
四

五
万
円
未
満
の
方

○
基
準
収
入
額
の
適
用
を
認
定
さ

れ
た
方

《保険証の色が変わります》

●旧保険証：桃　色（７月３１日まで）

�
●新保険証：橙　色（８月１日から）

　新しい保険証がお手元に届きましたら、住

所・氏名・自己負担割合など記載内容を確認

してください。

　なお、古い保険証は８月１日以降に郵送等

で返還していただくか、ご自身で裁断するな

どして破棄していただいても結構です。

　

現
在
村
で
は
、
こ
れ
ら
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
を
全
額
補
助
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
今
年
の
一

月
に
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
初
め

て
接
種
し
た
時
の
月
齢
が
一
二
ヶ

月
未
満
の
方
は
、
追
加
接
種
分
の

予
診
票
を
同
封
し
て
い
ま
せ
ん
。
初

回
接
種
終
了
後
、そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ

た
期
間
を
あ
け
て
追
加
接
種
を
打

つ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
追
加

接
種
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、

予
診
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
住
民

課
健
康
保
険
係
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
…
初
回
接
種
終

了
後
、
約
一
年
後
に
追
加
接
種

●
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
…

初
回
接
種
終
了
後
六
〇
日
以
上
の

間
隔
で
、
一
歳
以
降
に
追
加
接
種

追追追追追追追追追追
加加加加加加加加加加
接接接接接接接接接接
種種種種種種種種種種
にににににににににに
つつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいい
てててててててててて

追
加
接
種
に
つ
い
て

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
伴
う

現
地
確
認
に
つ
い
て

　

土
地
や
家
屋
に
課
税
さ
れ
る

固
定
資
産
税
は
三
年
ご
と
に
適

正
な
時
価
に
見
直
す
「
評
価
替

え
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
回

の
評
価
替
え
は
平
成
二
四
年
で

す
。

　

今
年
は
評
価
替
え
に
向
け
た

土
地
・
家
屋
の
現
況
確
認
を
行

い
ま
す
。
現
況
は
平
成
二
一
年

に
撮
影
し
た
航
空
写
真
を
見
て

確
認
し
ま
す
。
さ
ら
に
利
用
状

況
が
写
真
で
は
判
定
で
き
な
い

土
地
や
、
建
築
物
が
家
屋
と
し

て
課
税
の
対
象
と
な
る
か
ど
う

か
不
明
の
場
合
に
は
、
役
場
の

職
員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
期
間
は
七
月
か
ら
一
月
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
期
間
中

職
員
が
土
地
に
立
ち
入
り
、
ま

た
家
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

総
務
課
税
務
係

　

�　

－

5
1
2
1
（
直
通
）

３３

７月の村税等
口座振替日納期限

7月25日
（月）

◎口座振替の方
は預金の残高
確認をお願い
します。

8月1日
（月）

固 定 資 産 税
（第２期）

国 保 税
（第４期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料
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こ
の
七
月
二
四
日
に
テ
レ
ビ
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
全
移
行
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
使
わ
な

く
な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
は
、

①
買
い
替
え
の
際
に
小
売
店
に
下

取
り
に
出
す
。

②
前
に
買
っ
た
小
売
店
に
引
き
取
っ

て
も
ら
う
。

③
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入
取

り
扱
い
業
者
へ
持
ち
込
む
。

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
適
切
に
処

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
テ
レ
ビ
は
、

喬
木
村
の
美
し
い
景
観
を
損
な
う

ば
か
り
で
な
く
、
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ

ウ
ン
管
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の

鉛
が
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染
し
て
、

自
然
環
境
や
私
た
ち
の
健
康
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
不
法
投
棄

は
絶
対
に
せ
ず
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
い
て
適
正
に
処
理
し

ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
せ
先

　

ふ
る
さ
と
振
興
課

　

�　

－

５
１
２
７

３３

平成23年度

成人式のお知らせ
　村では、平成23年度成人式を８月15日（月）喬

木村防災センターで開催いたします。成人の皆さ

まのこれまでの成長を祝い、喬木村で育った大人

の一員として、これからの日本を支えるため大き

く羽ばたいてもらいたいという願いを込め、成人

の皆さんにとって一生の思い出となる素晴らしい

式典にしたいと思いますので、多くの成人の皆さ

まのご出席をお待ちしております。

　なお、成人式にご出席いただいた皆さまには、

お生まれになられた当時の様子がわかる公民館報

縮刷版第２輯を贈らせていただきます。

○日　時　平成23年８月15日（月）

　　　　　午前９時30分受付

○会　場　【式典】喬木村防災センター（役場西側）

　　　　　【祝宴】喬木村福祉センター（役場東側）

○日　程　９：３０　受　　付

　　　　　１０：００　式　　典

　　　　　１１：５０　記念撮影

　　　　　１２：３０　祝　　宴

○対象者　平成２年４月２日から

　　　　　平成３年４月１日生まれの方

○持ち物　1,000円程度（祝宴運営費として）

○その他　祝宴では酒類も出ますので、お車でのご

来場は遠慮ください。

����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������
����������������������������

喬木村営水道

 的  場 配水池からの給水を開始
まと ば

　

村
営
水
道
で

は
上
平
の
飯
田

精
機
喬
木
工
場

隣
に
建
設
し
た

「
的
場
配
水
池
」

（
容
量
五
〇
〇

立
米
）
か
ら
の

給
水
を
六
月
八

日
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。
給
水

区
域
は
両
平
、
馬
場
お
よ
び
南
の

一
部
（
養
護
学
校
周
辺
）
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
村
営
水
道
の
安
定
供
給

を
目
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
水
量

拡
張
事
業
に
よ
る
も
の
で
、
新
た

な
水
源
確
保
の
た
め
旧
中
学
校
村

民
グ
ラ
ン
ド
隅
に
深
井
戸
新
水
源

（
小
川
水
源
）
を
掘
削
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
で
上
平
の
的
場
配
水
池
へ

で
し
た
が
、
工
事
完
成
後
行
っ
た

水
質
検
査
に
お
い
て
「
硝
酸
態
窒

素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
」
の
項
目

が
検
査
結
果
で
十
一
�
／
リ
ッ
ト

ル
で
あ
り
基
準
値
の
十
�
／
リ
ッ

ト
ル
を
超
え
飲
用
不
適
と
な
っ
た

た
め
、
平
成
二
二
年
度
に
上
平
配

水
池
の
水
道
水
を
的
場
配
水
池
へ

流
入
さ
せ
る
混
合
配
管
工
事
を
行

い
、
的
場
配
水
池
で
は
小
川
水
源

と
上
平
配
水
池
か
ら
の
混
合
水
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
平

成
二
三
年
三
月
の
水
質
検
査
で
は

六
・
三
�
／
リ
ッ
ト
ル
と
な
り
、
水

質
基
準
に
適
合
し
た
た
め
給
水
開

始
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
開
始
後
も
毎
月
定

期
の
水
質
検
査
を
行
い
、
今
後
も

水
質
を
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
か
ら
新
水
源
確
保

の
た
め
の
取
り
組
み
を
始
め
、
こ

の
度
の
給
水
開
始
に
至
る
ま
で
八

年
を
超
え
る
年
月
を
要
し
ま
し
た
。

ま
た
水
量
拡
張
事
業
の
総
事
業
費

は
約
二
億
三
千
万
円
で
し
た
。

揚
水
し
、
塩
素
滅

菌
処
理
後
自
然
流

下
に
て
小
川
下
段

へ
配
水
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
初
は

平
成
二
一
年
度
工

事
完
成
後
平
成
二

二
年
四
月
か
ら
給

水
開
始
す
る
予
定

小川水源ポンプ室
（旧中学校グランド）

的場配水池（小川・上平）
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●８ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！

次の各会場で行います。どなたでも気軽に
ご参加いただけますので、是非お越し下さい。

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

初めて参加される方は、事前に包括支援係までご連絡下さい。

ほっ湯アップル午前１０時～

８月５日（金）ゆっくりコース

８月１２日（金）歩 行 コ ー ス

８月１９日（金）はつらつコース

 問い合せ先  　住民課・包括支援係　�33-1120

午後１時半～午前10時～日　時

大和知公民館南農事集会所８月１日（月）

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター８月３日（水）

上平集落センター伊久間農産物加工センター８月８日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館８月１０日（水）

寺の前集落センター阿島傘伝承館８月１７日（水）

大島公民館田上川消防センター８月２２日（月）

富田陶芸館第一公民館８月２４日（水）

大和知公民館南農事集会所８月２９日（月）

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター８月３１日（水）

8
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

八
月
十
三
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
八
時
三
〇
分

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
下

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
喬
木
村

　

住
ん
で
よ
か
っ
た
喬
木
村

　

ず
っ
と
住
み
た
い
喬
木
村

　

そ
ん
な
想
い
と
夢
を
作
文
に
し

て
く
だ
さ
い
。

○
応
募
方
法

一
般
の
方

　

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙

　

六
枚
〜
一
〇
枚
程
度

中
学
生
以
下

第　

回
村
に
寄
せ
る

１３
作
文
募
集

　

四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙

　

三
枚
程
度

○
締　

切

　

平
成
二
三
年
九
月
二
二
日

○
提
出
先

　

喬
木
村
教
育
委
員
会

○
発　

表

　

平
成
二
三
年
一
〇
月
下
旬

○
表　

彰

村
長
賞

　

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
各
一
点

優
秀
賞

　

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
各
一
点

佳　

作　

若
干

○
表
彰
式

　

平
成
二
三
年
一
一
月
一
二
日
�

　

喬
木
村
総
合
表
彰
式
に
お
い
て

○
問
い
合
せ
先

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

村発注工事請負契約（４月～６月）

請負業者名入札日契約金額（円）契約方法事業カ所事　　　業　　　名番号

野 島 建 設 ㈱H23.4.157,665,000指名競争入札村道５４号線村 単 道 路 改 良 工 事1

㈲ 長 野 索 道H23.4.186,037,500指名競争入札村内全域松 く い 虫 伐 倒 駆 除 事 業2

大 平 建 設 ㈱H23.4.252,940,000指名競争入札村道408号線村 単 道 路 改 良 工 事3

野 島 建 設 ㈱H23.4.265,460,000指名競争入札村道７号線　大和知南 部 簡 易 水 道 送 配 水 管 布 設 替 工 事4

大 平 建 設 ㈱H23.5.302,142,000指名競争入札
村道205､208号線
阿島町、南

村 単 道 路 維 持 （ 舗 装 修 繕 ） 工 事5

大 平 建 設 ㈱H23.5.301,554,000指名競争入札
村道227､228号線

阿島郭
村 単 道 路 改 良 （ 舗 装 新 設 ） 工 事6

㈲吉川建設工業H23.5.261,680,000指名競争入札
村道220号線
阿島南

村 単 道 路 修 繕 工 事 （ 側 溝 整 備 ）7

野 島 建 設 ㈱H23.5.271,680,000指名競争入札
村道625号線
伊久間

村 単 道 路 改 良 工 事８

㈱シノダ設備H23.6.2910,710,000指名競争入札椋鳩十記念図書館地 域 活 性 化 交 付 金 事 業９

　※契約金額100万円以上の工事を掲載しています。
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交通事故に関することでお困りの方は、
県の交通事故相談所へ（相談無料、秘密厳守）

　専門の相談員が相談に応じます。

◆相談日：月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　　　8：30～17：00

0265-23-1111（代表）（飯田合同庁舎内）飯田相談所

【相談事例】
◆損害賠償の請求は、どのようにすればいいですか。

　（自賠責保険、任意保険）

◆過失割合や賠償額は、どのように決まるのですか。

◆示談は、どうやって進めればよいのですか。

◆治療にかかる費用を、労災保険や社会保険で利用できますか。

◆保険会社から提示された内容は妥当ですか。

◆調停や裁判の手続きは、どうしたらよいのですか。

その他、交通事故に関する悩みは何でも受け付けます。

　詳しくは相談所、またはホームページをご覧ください。

http://www.pref.nagano.jp/kikaku/seikatsu/koutuan/jikosotp.htm

　

高
森
町
に
あ
り
ま
す
長
野
県
南

信
農
業
試
験
場
で
は
、
今
年
も
夏

休
み
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

　

八
月
一
八
日（
木
）

　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

○
場　

所

　

高
森
町
下
市
田
二
四
七
六

　

南
信
農
業
試
験
場
内

○
内　

容

☆
梨
の
試
験
ほ
場
見
学
と
試
食

☆
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の
農
作
物
収
穫

体
験
（
中
学
生
以
下
・
親
子
連

れ
対
象
、
体
験
料
三
〇
〇
円
程

度
、
午
前
一
〇
時
よ
り
随
時
受

付
、
無
く
な
り
次
第
終
了
）

○
問
い
合
せ
先

　

�　

－

２
２
４
０

３５

　

（
担
当　

宮
澤
、
中
山
）

　

な
お
、
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
て

の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
い
で
な
ん
し
ょ
！

南
信
農
試
へ

　

警
察
で
は
、
身
内
の
方
な
ど
の

行
方
が
分
か
ら
ず
、
お
困
り
の
方

か
ら
の
相
談
に
年
間
を
通
じ
て
応

じ
て
お
り
ま
す
が
、
八
月
に
は
「
行

方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」
を

開
設
し
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
開
設

場　　　所日　　時

警察本部鑑識課
（長野市松代町警察機動センター内）
�（026）278－9500
内線512

年間を通じて
午前9時30分～午後5時
（土・日等の休日を除く）

県下各警察署の刑事課、生
活安全課
又は生活安全・刑事課

8月1日～8月31日
午前9時30分～午後5時
（土・日曜の休日を除く）

飯田警察署
�（0265）22－0110

出張相談所
8月1日（月）
午前9時30分～午後5時

　

相
談
に
訪
れ
る
際
に
は
、
担
当

の
係
員
が
事
件
等
で
不
在
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
で
ん
わ
で
の
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

飯
田
警
察
署　

鑑
識
係

　

�　

－

0
1
1
0　

内
線
3
5
1

２２

合
、
在
学
中
は
返
還
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

◆
介
護
料
の
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後

遺
障
害
者
（
自
賠
法
施
行
令
別
表

第
一
の
「
第
1
級
１
・
２
号
」「
第

２
級
１
・
２
号
」
に
該
当
）
と
な

ら
れ
た
方
で
介
護
を
必
要
と
さ
れ

る
方
に
対
し
て
、
介
護
料
を
支
給

し
ま
す
。

○
問
い
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

　

長
野
市
南
長
池
七
一
〇－

三

　

�
0
2
6－

4
8
0－

0
5
2
1

ご
存
知
で
す
か
？

交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）貸
付

介
護
料
の
支
給 

◆
交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
ま

た
は
、
重
度
後
遺
障
害
者
に
な
ら

れ
た
方
の
お
子
様
（
〇
歳
か
ら
中

学
卒
業
ま
で
）
に
対
し
、
育
成
資

金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

○
貸
付
金
額

　

は
じ
め
に
一
時
金

　
　
　
　
　

一
五
五
、〇
〇
〇
円

　

毎　

月　

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

入
学
支
度
金
（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

　
　
　
　
　

四
四
、〇
〇
〇
円

○
貸
付
期
間

　

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学

校
卒
業
の
月
ま
で

○
返
還
期
間

　

中
学
校
卒
業
後
一
年
間
据
置
い

た
後
、
月
賦
又
は
半
年
賦
併
用
に

よ
る
二
〇
年
以
内
の
均
等
払
い

※
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
し
た
場

○
相
談
内
容

　

遺
言
相
談
・
土
地
、
建
物
賃
貸

借
契
約
等
の
公
正
証
書
作
成
な
ど

○
日　

時 

　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

○
場　

所

　

飯
伊
森
林
組
合
ビ
ル
二
階

　

（
飯
田
市
立
追
手
町
小
学
校
南
）

○
問
い
合
せ
先

　

飯
田
公
証
役
場

　

�　

－

6
5
0
2
（
予
約
制
）

２３
遺
言
相
談
な
ど
に

ご
利
用
下
さ
い

　

相
談
所
の
開
設
日
時
・
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。

8月は
電気使用安全月間です
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　４月１３日から３日間、奈良・京都への修学旅行が実施されました。

　昨年１１月から事前学習を始め、２月には仏像ガール(廣瀬郁実さん)から仏像

との出会い方をご指導いただきました。春先の寒の戻りで桜がまだ残る中、天

候に恵まれた３日間でした。

◎日程　１３日…法隆寺　薬師寺　唐招提寺　東大寺　興福寺

　　　　１４日…浄瑠璃寺　平等院　東寺　二条城　三十三間堂　清水寺

　　　　１５日…班別行動　(金閣寺　北野天満宮など)

修学旅行　
～先人の志を目と耳と心で感じて来よう～

▼旅行記から
　東寺といえば日本一高い五重塔が有名ですが、私が楽しみにし

ていたのは、その五重塔ではなく、帝釈天様だったのです。東寺の

帝釈天様は他の仏様たちと比べると、なかなかかっこいい方です。

その帝釈天様が乗っているゾウがとてもかわいいんです！やっぱ

り楽しみにしていただけあり、とても感動しました。見る角度を

変えながら見ていました。その時、私は「一日中ここにおれるな

あ」と感じるくらい、見ていて飽きませんでした。(Ｅ・Ｋ)

◎手を合わせ、じっくり向き合う生徒のみなさんの姿はとても

印象的でした。おかげさまで実り多い修学旅行となりました。

�東大寺大仏殿…大きさに圧倒され
ました。

�平成の大修理が終わった唐招提寺。

�夜の興福寺境内。
　ライトアップされて
幻想的です。

�
こ
こ
が
有
名
な
清
水
の

舞
台
。

�
お
い
し
い
食
事
。

�
種
智
院
大
学
の
先
生
の
ご
指

導
。
梵
字
で
自
分
の
名
前
を

書
く
体
験
学
習
。

�　

円
硬
貨
で
有
名
な
平
等

１０院
は
本
当
に
綺
麗
。

�
２
月　

日
仏
像
ガ
ー

１０

ル
（
廣
瀬
郁
実
さ
ん
）

の
ご
指
導
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今月のテーマ

 早めにしっかり！
熱中症予防

－ 対処が遅いと命も危険 －

３０℃ 以下でも、湿度が高い時は発症し

ます。また、急激に暑くなった時も同様、

身体の体温調整機能がうまく働かないた

めに、体内に熱がたまり、筋肉痛や頭痛

吐き気、倦怠感など症状が現れます。

気温が３０℃以下では起こらない？質問①

閉め切った室内や浴室や火を使うキッチ

ンなどは高温多湿になりやすく発症しま

す。屋内での発症は全体の４０％占めてい

ます。また、ハウス内の作業も危険です。

暑い日は家の中にいれば安心？質問②

高齢者や子どもは体温調整機能が充分で

はないために特に注意が必要です。

高齢者と子どもがなりやすい？質問③

★水分の補給。１日約１.５～2�の水分をこま

めに、常温で飲む。

★室内の温度、湿度管理。２８℃位。除湿、陽

射しを避ける工夫として、すだれやカーテ

ンを利用。

★服装に工夫を。汗の吸湿性と通気性に富ん

だ衣服、ノーネクタイ。外出は帽子や日傘

を使用。

★体調と服薬の管理。１日３食、栄養バラン

ス、睡眠、休養を。病気のある方は活動を

控えて。

★適度に汗をかく習慣を。発汗機能を整えて

おくためにも、日頃からの散歩や軽い運動

の習慣。

★日影を味方に。外を歩く時は、日影を選び、

直射日光を避けましょう。

対応予防は？質問④

ご存知ですか？熱中症のこと

一日の水分補給の目安は？質問⑤

１～１５歳（幼児・学童）
６５歳以上（特に７５歳以上注意）

年　齢

高血圧症、脳血管疾患、心疾患、
肺疾患、肝疾患、腎疾患、
糖尿病等　寝たきり者

病　気

上記疾患治療薬外、利尿剤、
睡眠薬、安定剤、
自律神経調整薬等

内服中

肥満者体　格

発熱、下痢、二日酔い、
疲労過労

体　調

涼しい所から急激に暑い所に
出た時

環　境

■答 �

■答 �

■答 �

＜右記に該当する方は、より注意が必要です＞
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共同募金配分金事業　ふれ愛広場開催のお知らせ
　今年度１回目のふれ愛広場は図書館「こどもとしょ

かんまつり」にて“大道芸鑑賞”を行います。某飲

料水のＣＭでおなじみの「ももっち」がやってきま

す！！

地域の皆さん、

是非お越し下さい！

日　時：8月10日（水）

　　　　10：30～

場　所：中央社会体育館

平成23年度 喬木村社会福祉協議会　会員加入及び会費納入のお願い
　喬木村社会福祉協議会では「誰もが安心して暮らすことができる地域づくり」を目指し、地域の皆様とともに地

域福祉・在宅福祉の向上に取り組んでおります。その財源は、主に介護保険事業収入や行政からの補助金、共同募

金配分金、寄付金、そして会費で賄われています。

　会費は本会の事業推進に大変貴重なものであるとともに、会費を納入することによって村民の皆様に社会福祉事

業に参加していただくという意味があります。どうぞ社協の趣旨、目的をご理解いただき、ご協力をよろしくお願

いいたします。詳しくは今月組合回覧・個別配布いたします資料をご覧ください。

平成２2年度実績　2,583,000円
特別会員

（１口　10，000円）
賛助会員

（１口　3，000円）
一般会員

（１口　1，000円）

社協活動にご賛同いただける法人、事業所社協活動にご賛同いただける個人社協活動にご賛同いただける世帯

大島　福祉懇談会が行われました
　昨年度長野県社協の助成事業として「過疎・中山

間地域住民支え合い活動支援事業」を行い、全住民

にアンケート調査と、“生活面”での支え合いマッ

プを作成し、その結果をもとに福祉懇談会が行われ

ました。

　災害に強い地域は、福祉にも強いということで、

南相馬市から避難をされている京谷さんから貴重な

三味線演奏と震災のお話をしていただきました。

　９月には全村挙げての防災訓練が予定されていま

す。災害時だけではなく

平時から“地域力”を高

めることで“防災・減災”

につながります。助け合

い、支え合いの力が今注

目されています。

◎終了後
　かき氷のサービス
があります！

　喬木村婦人会様のしあわせ基金より車いす１台と

遊具一式のご寄附をいただきました。

　大切に使わせていただきます。

ありがとう

ございました。
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くりんネット便り
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くりんネットたかぎ ８月の自主番組

企画財政課・広報係

●10日（水）・11日（木）

「鳩十の日に寄せて」
８月10日は「はとじゅう」の語呂合わ
せで、椋鳩十先生の読書運動の精神を
継承しようと全村読書の日と位置づけ
られています。
椋鳩十記念館図書館スタッフによる椋
作品の朗読をお送りします。

●19日（金）・20日（土）

「さわやか第一線」
今年も喬木村成人式が８月15日に行わ
れます。
式典の様子や、新成人の意見発表など
をお送りします。また、この日の様子
はテレビの【いちごch】週刊たかぎ
ニュースでもお送りする予定です。ど
うぞお楽しみに！

●くりんネット（音声放送）での
音楽会放送について●

公民館教養部の皆さんによる「夏休
みお話の時間」に続いて小学校音楽
会の録音をお送りします。

期　間　7/27～8/18

時　間　毎日18：30～
　　　　お話の朗読、音楽会の放送

○　お知らせ　○

●村のテレビ放送・いちごchでは毎
週「週刊たかぎニュース」をお送
りしています。村であった出来事
を映像でご紹介。毎週土曜日更新
です。どうぞご覧下さい。

「週刊たかぎニュース」

放映時間

土・日曜日

午前9：00～・正午（12：00～）・夜7：00

月～金曜日

午前10：00～・夜8：00～

７月24日（日）からは
テレビのデジタル12chでご覧下さい。

～8月の番組から～

日土金木水火月

7654321

○広域消防

応急手当を覚えましょう

平谷分署　牧内茂幸さん

○交通安全の日

交通安全協会

女性部長　仲田幸子さん

○こちら普及センターです

下伊那農業改良普及センター

藤牧普及員

141312111098

○119番火の用心

今日は防火の日
喬木村消防団
第一副分団長　瀬川　勉さん

○鳩十の日に寄せて

椋鳩十先生の作品朗読
8月10日は「はとじゅうの日」
記念館図書館

○村の窓口

たかぎふるさと祭り開催にあたって

役場ふるさと振興課

21201918171615

○さわやか第一線

喬木村成人式の様子から

○広域消防

防災訓練に参加しましょう

龍江分署　近藤雄司さん

○終戦記念日特集

第二回　広島平和のバス事業

28272625242322

○マイク文芸（短歌）

短歌の鑑賞

福澤亀人さん

○郷土史シリーズ

喬木村文化財保護委員

大原成章さん

○商工会便り

たかぎふるさと祭りを終えて

実行委員会

9月1日313029
週刊 たかぎニュース放映時間
土・日曜日

午前9時00分・正午・夜7時00分

月～金曜日
午前10時00分・夜8時00分

○マイク文芸（俳句）

俳句寸評

吉川照子さん

○暮らしの便り

・女性部の活動から

～集落懇談会を終えて～

～ ８月からクリンネットの自主番組が変わります ～

●毎日放送しております「自主番組」が８月１日から上記番組表のように変

わります。

　７月までは、毎日番組を制作してきましたが、８月

からは２日に１本の制作に変更させていただきます。

○改編となるのは「自主番組」のみです。

　「お知らせ」については従来どおり放送します。

7月31日までの放送は…

番組G番組F番組E番組D番組C番組B番組A番 組 名

日土金木水火月曜 日

朝・昼・夜9時朝・昼・夜9時朝・昼・夜9時朝・昼・夜9時朝・昼・夜9時朝・昼・夜9時朝・昼・夜9時放送時間

8月1日からは…

なし番組C番組B番組A番 組 名

日土金木水火月曜 日

なし昼・夜9時朝・夜9時昼・夜9時朝・夜9時昼・夜9時朝・夜9時放送時間

�

○くりんネット・いちごｃｈへのご加入については・・・

　役場企画財政課広報係・くりんネットたかぎ　までお願いします

お気軽にお電話下さい

くりんネットたかぎ　　電話 33－3666　FAX 33－3669




